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   In our laboratories, more than 1,  500 urinary calculi have been analyzed by infrared 
spectroscopy. These data were statistically analyzed by microcomputer. The most frequent 
type was calcium oxalate combined with calcium phosphate, followed by pure calcium oxa-
late and magnesium ammonium phosphate combined with calcium phosphate. In particular, 
the composition of magnesium ammonium phosphate combined with calcium phosphate 
increased as compared with that four years earlier. Four years ago, we spent one month to 
statistically analyze 300 urinary calculi. But in this study, only sixteen days was required 
to analyze 1, 500 urinary calculi by using a microcomputer. 
Key  words  : Urinary calculi, Microcomputer












































































うち,赤 外 線 分 光 分 析 が お こなわ れ た1,514個で あ る・
結 石 を 有 した患 者 はFig.1の よ うに1,274例うち 男子
930例,女 子344例,年 齢 分 布 は1歳 よ り90歳と幅 広
く,平 均 年 齢 は 男 子44.7歳,女子41.6vaであ った.
方 法=日 立 赤 外線 分光 光 度 計EPI-G3型 を使 用 し,
KBr錠 剤 法 に よ り 赤外 線 分 光 分 析 を 実 施 し既 知 の波
形 と比 較 しそ の成 分 を判 定 した.1,514個の結 石 に つ
いて,micr・computer(SHAR.PMZ-80C)に,①年
齢,② 性 別,③ 発生 部 位,④ 内層 成 分,⑤ 外 層成 分,
⑥ 血 清 中Na,K,Ca,P,Cr,UA,⑦ 尿 中Na,
K,Ga,P,Gr,UA,Mg,1日 尿 量 の項 目を入 力
し,flopPydiskにrandomaccessfile形式 で記
録,保 存 し,こ れ よ り,1)部 位 別 分 布,2)成 分 別
分 布,3)年 齢 別 分 布,4)成 分 別 部 位別 分 布,5)
外 層 内層 の成 分 が 同 一 の結 石,6)外 層 内層 成 分 の異
な る結 石,7)血 清 中 お よび 尿 中 の電 解 質 の比 較,さ
らに,各 成 分 別含 有 患 者 の 年 齢 の 比較 に つ い て,CQ-
lordisplay,greendisplay,printer,X-Yplotter,
に 出力,表 示 させ た.Tableお よびFig.の ほ とん ど
はmicrocomputerおよび そ の 周辺 機 器 に よ って 描 出
した もの で あ る,
結 果
1.部 位 別 分 布(Fig.2a～d)
腎結 石 では,男 子,女 子 とも40歳代 に も っ とも多 く
発 生 し,つ い で 男 子 で は,50歳代,女 子 で は30歳代 の
順 であ った.男 女 比 は約2:1で あ った.つ ぎに 尿 管
結 石 は,男 子 で は30歳代,女 子 では20歳代,30歳代 に









蔭酸カルシウム(CAOXと 略す)と 燐 酸カルシウ









は,各 年齢に50～60%台と一定した 分布を 示した.





は膀胱および腎に多 く含有されてお り,UAは 膀胱に
多く含有されていた。前立腺結石では,CAP単 独が
もっとも多く,そ の他のものに もすべてCAPが 含
有されていた.
池 田 ・ほか:尿 路 結 石 ・microcomputer
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CAOX含 有患者 平均年齢41.9歳は コントロール群
池 田 ・ほ か=尿 路結 石 ・microcomPuter 187
Table2.CompQsitionandposition
CO「輯POSITIONKIDNEVURETERBL臼DDERURETHRF幽PROST臼TE






































































































































割合が2.0以上の高値を示 してお り,北海道,秋 田,
青森の順に比率が高いことが認められ,さ らに,桑 原






















































































































































































































核部,周 辺部構成成分に ついて比較 検討した結果,
CAPを 含む結石は,核 部,周 辺部同一の場合81個
池 田 ・ほ か:尿 路結 石 ・microcomputc「
中63個(78%),異なる場合,と くに核部にCAPを
含むものは,49個中43個(88%)とCAPの含有率は
高く,やは りCAPが 結石の核形成,成 長に 大きく
関与 していることが想定された.



















成 され て お り,使 用 言 語 はBASICで あ る.BASIC
使用 に よ り,会 話 形 式 に て プ ログ ラ ムを 作成 し,各 デ
ー タを 入 力 し,こ れ をcomputcr内で 処 理 させ た もの
が,今 回 の結 果 で あ り,ま たFig.お よびTableであ
る.わ れ われ の 使用 したmicrocomputerは48Kバイ
トの 記 憶 容 量 を 有 し,こ れ にfloppydiskとい う5イ
ンチ の レコー ド板 の よ うな も のを 使 用 す れ ば143Kバ
イ トと記 憶 容 量 が 増 大 し,1人 の患 者 に つ い て の デ ー
タ数 がll個とす る と1枚 のdiskに2,000人分 の記 憶 保
存 が 可 能 であ り,disk交換 に よ り無 限 の デ ー タが 保 存
可 能 とな り,後 日デ ー タの 削 除,討 正,追 加 が 容易 に
お こなえ る.ち な み に,・1年 前 に300個 の分 析 結 果 を
報 告 した が,こ の際 の デ ー タ集 計 に あ た り約1ヵ 月 間
の 日数 を 要 した が,今 回 の1,500個の結 石 に つ いて,
microcomputer使用 に よる 集 計 で は プ ロ グラ ム作 成
に2週 間 を 要 した もの の,入 力 に1日,出 力 に1日,
計16日間 で 終 了 した.今 後 症 例 数 の増 加が あ っ て も,
プ ログ ラ ムは 今 回 作 成 の もの を 再 び 使 用す れ ば,全 作
189
業は2日 で可能であ り,また再発もしくは,多 発結石
形成患者を全症例より容易に リス トアップすることも
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